
 アプリケーシ ョ ンの
ローカライズ
このドキュ メン トは、 NXJ アプリケーシ ョ ンをローカライズする方法を説明しま
す。 このドキュ メン トには、 以下の章があります。

• ローカライゼーシ ョ ンとは ?

• NXJ アプリケーシ ョ ンのどの部分がローカライズできるのか ?

• NXJ アプリケーシ ョ ンをローカライズする手順

• 実行時にどのようになるのか ?

• 既存の NXJ アプリケーシ ョ ンをローカライズ

• コン ト ロールセンタのローカライズ

このドキュ メン トで説明されている機能は、 リ リース 10.2 またはそれ以降で利用
できます。
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ローカライゼーシ ョ ンとは ? 

ローカライゼーシ ョ ンとは、 特定の言語や地域のためにアプリケーシ ョ ンをカス
タマイズし、 作成することです。 フォームに表示されるテキス トは、 エンドユー
ザの言語に翻訳されます。 日付や通貨のような文化的なものに依存するデータは、
エンドユーザの地域に適合したフォーマッ トで表示されます。 例えば、 NXJ 
チュート リアルの Expense XReport フォームのスペイン語バージ ョ ンは以下の様に
表示されます。

ローカライズされたデータの追加で、 NXJ アプリケーシ ョ ンは言葉や文化に影響
されることな く実行することできます。 例えば、 フォームのステータスメ ッセー
ジやラベルのテキス トエレメン トは、 アプリケーシ ョ ン内でハード コード されて
いません。 その代わりに、 それらはフォーム定義の外に格納され、 実行時に動的
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に読み出されます。 グラフ ィ クスと HTML ファイルも同じように格納され、 動的
に読み出されます。 そのため、 新しい言語を新規にサポート した場合でも、 アプ
リケーシ ョ ンの再コンパイルを必要と しません。 新し く ローカライズされたデー
タ と一緒にアプリケーシ ョ ンの再パッケージを必要とするだけです。

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 指定されたロケールに基づいてローカライズされます。
ロケールは、 言語と地域の特定の組み合わせで設定されます。 例えば、 “en_US”
は、 アメ リカ英語のロケール設定であり、 そして “en_GB” は、 イギリス英語のロ
ケール設定となります。

ロケール名は、 ISO規格によって定義されています。 ロケール名は、 2文字の小文
字の言語コード、 アンダースコアの次に続くオプシ ョ ンで 2文字の大文字の国
コードが含まれます。 例 :

国と言語コードは、 ISO規格によって定義され、 これらのコードのみ使用するこ
とができます。 有効な言語コードは 
http://ftp.ics.uci.edu/pub/ietf/http/related/iso639.txt を参照します。

有効な国コードは http://www.iso.org/iso/en/prods-services/iso3166ma/02iso-3166-code-
lists/list-en1.html を参照します。

国コードは、 上記リス トから選択して、 アンダースコアの次に続けて設定します 

en_US

言語
コード

国
コード
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NXJ アプリケーシ ョ ンのどの部分が
ローカライズできるのか ?

基本的には、 顧客が見ることができるどんなものでもローカライズの対象となり
ます。 以下の図は、 一般的な NXJ フォームのローカライズ項目を示しています。

スタイル
テキス ト
ボッ クス

ラベル ツールバーのイメー
ジとアプリケーシ ョ
ン情報フ ィールド

ツールチップ表示
フォーマッ ト

Enter Authorization date

NXJからの
メ ッセージ
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JREからのメ ッセージのような他のアプリケーシ ョ ンエレメン トはローカライズ
できないため、 このドキュ メン トでは説明されていません。 また、 ターゲッ ト
フ ィールドに表示されるデータのフォーマッ トがローカライズ可能な間は、 デー
タ値はデータベースから獲得され、 ローカライゼーシ ョ ンによる影響は受けませ
ん。 

NXJ アプリケーシ ョ ンをローカライズする手順

NXJ アプリケーシ ョ ンをローカライズする手順は、 各ターゲッ ト ロケール用に 
Static Content フォルダにフォルダを準備することが主な作業となります。 各ロ
ケールフォルダは、 例えばツールバーのイ メージ、 エレメン トの翻訳版やそれら
に関連するタグを含む “application.properites” フ ァイルのようなロケール固有の
データを用意しています。

アプリケーシ ョ ンをローカライズするとき、 カレン ト ロケールはどのロケール
フォルダのデータを使用するのかを決めて、 デザインパネルやプレビュー ウィ ン
ドウに値を表示します。 タグは、 カレン ト ロケールフォルダ、 次にその親フォル
ダ、 そして最後に Static Content フォルダを検索して解決します。 

この章は、 以下のタスクを説明します。

タスク 1: プロジェク トのターゲッ トキャラクタセッ トの指定

タスク  2: フォームのローカライズの設定

タスク  3: 通貨記号の指定

タスク 4: アプリケーシ ョ ンの開発

タスク 5: ロケール固有プロパテ ィ ファイルの翻訳

タスク 6: メ ッセージファイルを翻訳

タスク 7: 翻訳されたプロパテ ィ フ ァイルをプロジェク トに追加

タスク 8: 翻訳された ツールバーを提供

タスク 9: アプリケーシ ョ ンのローカライズされたフォームのテス ト
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タスク １ : プロジェク トのターゲッ トキャラクタセッ トの指定

キャラクタセッ トは、 NXJ アプリケーシ ョ ンの生成された JSP ページに適用する
キャラクタエンコーディ ングの型です。 適切なキャラクタセッ ト を選択すること
は、 アプリケーシ ョ ン固有のキャラクタがWeb ブラウザで正し く表示されるため
に必要なことです。 

デフォルトキャラクタセッ トは、 西ヨーロッパとアメ リカを対象とする  ISO-8859-
1 です。 アプリケーシ ョ ンのターゲッ ト ロケールがキャラクタセッ ト を必要とする
場合、 別のキャラクタセッ ト を指定することができます。 共通のキャラクタセッ
トは、 世界のすべての言語を対象とする UTF-8 （8 ビッ ト Unicode Transformation 
Format） です。

キャラクタセッ ト を指定するステップは、 以下のとおりです。

1. プロジェク ト  > プロパテ ィ  >全般 を選択します。 

プロジェク ト プロパテ ィダイアログの全般パネルが表示されます。

2. 作成する JSPの文字コードセッ ト  のドロップダウンリス ト より、 キャラクタ
セッ ト を選択します。

リス ト表示されるキャラクタセッ トは、 Internet Explorer と Netscape 
Navigator でサポート されています。 Unify NXJが動作する Web ブラウザの
バージ ョ ン情報に関しては、 『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して
く ださい。 

3. 適用 ボタンをク リ ッ クします。

次の作業で必要となるので、 プロパテ ィダイアログを開いたままにしておき
ます。 

タスク  2: フォームのローカライズの設定 

ローカライズされたフォーム、 またはローカライズされなかったフォームのどち
らかが NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナにあります。 ローカライズされたフォーム
は、 書き換えが可能なテキス トのそれぞれの要素がタグによって識別されるよう
に構築されています。 フォームはローカライズされると、 フォームのテキス ト を定
義する方法がローカライズされていないフォームとわずかに異なります。

プロジェク トは、 ローカライズされたフォームとローカライズされていない
フォームの両方を含むことができます。 一旦、 フォームがローカライズされると、
アンローカライズすることはできません。
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ローカライズされるように、 プロジェク トの各新規フォームを指定するステップ
は、 以下のとおりです。

1. プロジェク ト プロパテ ィダイアログで、 全般タブをク リ ッ クします。

プロジェク ト プロパテ ィダイアログの全般パネルが表示されます。

2. デフォルトでローカライズチェ ッ クボッ クスをセッ ト します。

これ以降に作成する各新規フォームは、 ローカライズ可能になります。

3. 適用 ボタンをク リ ッ クします。

次の作業で必要となるので、 プロパテ ィダイアログを開いたままにしておき
ます。

上記の代わりに、 デフォルト フォームの作成 コマンドを使用する場合、 データ
ベースコネクシ ョ ンパネルのローカライズチェ ッ クボッ クスをセッ ト します。 こ
れにより、 デフォルト フォームの作成 コマンドで作成されたすべてのフォームが
ローカライズされます。

既存するフォームをローカライズするには、 ブラウザ
パネルのプロジェク ト タブで、 フォームのエン ト リを
選択し、 右クリ ッ クをしてローカライズを選択しま
す。

注 – ローカライゼーシ ョ ンがフォームに作用すると
き、 翻訳プロパテ ィ ファイルがカレン ト ロケールに適
切な場合、 フォームのテキス トは NXJ アプリケーシ ョ
ンデザイナの翻訳されたフォームで表示されます。 

タスク  3: 通貨記号の指定 

各ロケールは、 地域の通貨で値の表示に適切な通貨記号を持っています。 例えば、
“en”のロケールでは $123.45 で、 “es”のロケールでは €123.45 です。 アプリケー
シ ョ ンは、 実質的に 1 つの通貨記号だけを持つことができるので、 アプリケー
シ ョ ンでサポート される各ロケールは、 同じ通貨記号を使用しなければなりませ
ん。 
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通貨記号を指定するには、 2 つの方法があります。

• プロジェク ト プロパテ ィの場合 : プロジェク ト  > プロパテ ィ > 通貨 を選択し
て、 シンボルを指定する  ラジオボタンをク リ ッ クし、 フ ィールドに通貨記号
を入力します。

• アプリケーシ ョ ンサーバの有効なロケールに基づいて、 実行時に決定する場
合 : プロジェク ト  > プロパテ ィ > 通貨 を選択して、サーバのロケールを使用 
ラジオボタンをク リ ッ クします。

通貨記号を指定するための詳細は 、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 3章 「プロ
ジェ ク トの設定」 を  参照して下さい。 

タスク  4: アプリケーシ ョ ンの開発

これより前のタスクでは、 ローカライズされたデータが Static Content フォルダの
“application” ファイルで獲得することができるように、 プロジェク ト を設定しまし
た。 フ ァイル名は、 “application.properties” です （拡張子は、 ブラウザパネルに表
示されません）。

ここでは、 以下のような異なる NXJ アプリケーシ ョ ン開発を続けることができま
す。

• フォームにテキス トエレメン ト を設定するとき、 テキス トエレメン トに関連
したタグを入力します。 プロジェク トの各テキス トは、 ユニークなタグを持
ちます。 

• NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トで提供される任意のメ ッセージ （例え
ば、 NXJSession.displayToMessageBox または NXJSession.messageBoxPrompt
メ ソ ッ ドを使用） は、 同じようにそれらにユニークなタグを割り当てる必要
があります。

• query-by-form 操作が表示フォーマッ トの文字と衝突する場合、 ユーザが利用
可能な操作を変更することで衝突を防ぐかどうかを決める必要があります。

• アプリケーシ ョ ンで Input Method エディ タを使用する方法を指定するため
に、 テキス ト フ ィールド コン ト ロールとテキス トエリアコン ト ロールの IME 
Mode プロパテ ィ を設定します。

これらのト ピッ クスは、 以降の章で説明されます。 
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テキス トエレメン トにタグを設定する

アプリケーシ ョ ンのフォーム上のすべてのテキス トエレメン トは、 タグに割り当
てられます。 テキス トエレメン トは、 以下のとおりです。

• フォームのタイ トル （Title プロパテ ィ）

• タブのタイ トル （Title プロパテ ィ）

• ラジオグループとグループボッ クスのタイ トル （Title プロパテ ィ）

• ラベル （Title プロパテ ィ）

• ラジオグループに含まれるボタンラベル （Title プロパテ ィ）

• スタイルテキス トボッ クス （ボッ クスのテキス ト）

• リス トボッ クスと ドロップダウンリス トのラベル 

• ツールチップ （Tooltip プロパテ ィ）

• FYI Message （FYI Message プロパテ ィ）

• フォームメニューラベル （エン ト リポイン ト定義）

テキス トのすべての翻訳可能なタグを作成したことを確認するためのチェ ッ ク リ
ス ト と して、 この一覧を使用することができます。 
 アプリケーシ ョ ンのローカライズ 9



原文のエレメン トやプロパテ ィ をダブルクリ ッ クするか、 ポップアップメニュー
からテキス トの編集フォームを選択すると、 タグの編集ダイアログが表示されま
す。 

タグの編集ダイアログのタグフ ィールドは、 テキス ト部分のタグ名を示します。
新しいタグ名を作成するか、 既存のタグ名を選択することができます。 マスタプ
ロジェク トから継承されたタグ名は、 頭にアスタ リスク (*) をつけています。 新し
いタグ名を作成するには、 タグフ ィールドに名前を入力します。 タグ名は、 文字
で始まらなければなりません。 タグ名には、 文字、 数字、 アンダースコアを含む
ことができます。 さらに、 新規 ボタンをク リ ッ クして、 ユニークなタグ名を NXJ
に作成することができます。

タグの値への変更は、 カレン ト ロケールの “application.properties” フ ァイルに設定
されます。 新しいタグは、 デフォルトの application フ ァイルに追加されます。

既存のタグ名を使用するには、 ドロップダウンリス トから値を選択します。 タグ
に対応している値は、 値フ ィールドに表示されます。 翻訳を行う手間を押さえる
ために、 できるだけ同じ値を持つすべてのテキス トエレメン トには単一のタグを
使用するほうが良いでし ょ う。 例えば、 ラベル “Employee”は、 い くつかのフォー
ムに表示されますが、 1 つのタグだけあれば十分です。 

または、選択するために 
既存しているタグを見るため、

ここをク リ ッ クします。
 アプリケーシ ョ ンのローカライズ 10



必要に応じて、 値フ ィールドでカレン ト タグのテキス ト を入力します。 これは、
フォーム上 （この場合、 ラベル） に表示されるテキス トです。 この作業には、 デ
フォルトの言語でテキス ト を書き込みます。 値の翻訳されたタグは、 ここには表
示しません。

メ ッセージ用のタグ設定

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 ユーザに情報を提供する
ためにメ ッセージを使用することができます。 例え
ば、 入力された総計が特定のフ ィールドの制限を超
える場合、 NXJ チュート リアルでは、 右に示すメ ッ
セージボッ クスが使用されます。 さらに、 メ ッセー
ジは、 フ ィールド コン ト ロールや、 FYI Message ア
プリケーシ ョ ン情報フ ィールド、 あるいは他のアプリケーシ ョ ン情報フ ィールド
を作成するために使用することができます。 

各メ ッセージをローカライズ可能にするためには、 メ ッセージにユニークなタグ
を指定することが必要です。 “application.properties” フ ァイルに、 この設定をしま
す。 例えば、 先に説明されるメ ッセージは、 “application.properties” フ ァイルに以
下のエン ト リを含むことでできます。

“OverLimitMessage=Amount Exceeds Limit for this Employee.”

フォームスクリプ トは、 フ ァイルから メ ッセージを取り出す必要があり、 次にそ
の目的とするタグに、 取り出したメ ッセージを書き込みます。
例 :

String overLimit;
if ( (! ( limit.isNull() ) ) && ( XAMOUNT > limit ) ) 
{

overLimit=session.getMessage ("OverLimitMessage");
session.displayToMessageBox (overLimit);

}

NXJ ソーススクリプ トにメ ッセージを埋め込む代わりにメ ッセージファイルを使
用することは、 コード メンテナンスを著し く シンプルにするだけでな く 、 実行時
のメモリ使用も減らします。

プロパテ ィ ファイルについての詳細は、 14 ページの 「タスク  6: メ ッセージファイ
ルを翻訳」 を参照して く ださい。
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検索演算子の衝突を防ぐ

ユーザがフォームに検索条件を入力するとき、 演算子と して特別な文字を使用す
ることができます。 例えば、 “s*” は、 “s” から始まるフ ィールドのすべての文字列
を検索するという ことを意味し、 “1-6”は、 1から 6 までのすべての数値を検索す
るという ことを意味します。 演算子と して、 デフォルトで使用される文字は、
データベースに依存します。 詳細については、 『Unify NXJ エンドユーザーズガイ
ド』 の第 2章 「レコードの検索」 を参照して く ださい。

い くつかのケースで演算子は、 データ値のフォーマッ トで使用される同じ特殊文
字です。 そして、 それらの特殊文字は NXJ インタラクシ ョ ンサーバによって誤解
されることがあります。 

例えば、 値の範囲を指定するデフォルトの検索演算子は、 ハイフン (-) です。 い く
つかのロケールで、 それは日付表示フォーマッ ト (MM-dd-yyyy) と衝突することが
あります。 ユーザが、 12-17のような値を入力した場合、 それが 12月 17日である
のか値の範囲 （12, 13, 14...17） であるのかは、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバには
判別できません。

カンマ （ ,） は、 グループセパレータ （アメ リカとイギリスロケール） または基数
セパレータ （フランスロケール） のときも、 衝突が発生します。 これらのロケー
ルでは、 デフォルトのメ タキャラクタの値のセパレータは、 同じ く カンマです。
例えば、 101.2の小数値は、 フランスロケールで 101,2のように入力されます。 こ
れは、 2 つの値 （10 と 2） か、 1 つの小数値 （101.2） のよ うなどちらかに解釈され
ます。

このようなケースが発生した場合、 アプリケーシ ョ ンで使用する検索演算子を変
更することで、 衝突を防ぐ必要があります。 アプリケーシ ョ ンに影響する演算子
を変更するには、 以下のどちらかで行う ことができます。

• 必要とする演算子を含むために、 ロケールに固有の “application.properties”
ファイルを変更します。 例えば :

• _NXJSearchOrOperator=;

• _NXJSearchRangeOperator=*

• アプリケーシ ョ ンの NXJ ソーススクリプ トの 1 つに、 NXJSession ファウン
デーシ ョ ンクラスの searchRangeOperator か searchOrOperator プロパテ ィ を設
定します。 実行時に決定されるロケール値に基づ く、 これらの値を変更する
ことができます。 18 ページの 「実行時環境でどのようになるか ?」 を参照し
て く ださい。 
 アプリケーシ ョ ンのローカライズ 12



必要とする IME Mode プロパテ ィ を設定する

日本語、 韓国語、 中国語のような、 東アジアのテキス ト を入力するために使用さ
れるテキス ト コン ト ロール、 またはフ ィールド コン ト ロールを持っている場合、
ユーザはおそら く Input Method Editor （IME） を使用するでし ょ う。 IMEは、 標準
のキーボードを使用して、 日本のキャラクタのような複雑なキャラクタや、 記号
を入力することを可能にするプログラムです。 Microsoftは、 Internet Explorer で動
作するグローバルな IME製品を提供しています。 フ ィールド コン ト ロールが
フォーカスを受けるとき、 IMEが自動的に呼び出されるかどうかを指定すること
ができます。 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 5章 「コン ト ロールの使い方」 で
「IME Mode」 を参照して く ださい。

タスク  5 ： ロケール固有プロパティ ファイルの翻訳

前のタスクでテキス トのタグを作成したことによって、 “application.properties” フ ァ
イルは、 タグと対応するテキス ト含むために更新されています。 また、 そのファ
イルにメ ッセージのタグを入力することもできます。 オリジナルテキス トが書か
れている言語は、 デフォルトの言語です。 

例えば、 デフォルトの言語が英語の場合、 チュート リアルアプリケーシ ョ ンの
“application.properties” フ ァイルは、 以下の通りです。

テキス トエレメン ト を 表示する値
識別するが
表示しないタグ

#Fri Dec 20 14:18:38 PST 2002
XAMOUNT=XAMOUNT
Request=Request ¥#
DATE=DATE
CATEGORY=CATEGORY
Reimbursed=Reimbursed
Status=Status
Authorized=Authorized
to=to
from=from
ITEM=ITEM
RequestPeriod=Request Period
EmployeeID=Employee 
OverLimitMessage=Amount Exceeds Limit for this Employee. 
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このファイルは、 翻訳されるときのベースファイルと して使用されます。
“application.properties” ファイルは、 プロジェク トの Static Content フォルダにあり
ます。 このファイル名と場所は、 以下のとおりです。

<UNIFY_WORK>/projects/<yourproject>/sources/Static_Content/application.properties

このファイルのコピーを作成して、 各ターゲッ ト ロケール用に翻訳します。 翻訳
したテキス トは、 各エン ト リのイコール記号の右のテキス ト と置き換えなければ
なりません。 例えば、 翻訳されたスペイン語 “application.properties” フ ァイルは、
次のとおりです。

#Fri Dec 20 14:18:38 PST 2002
XAMOUNT=XAMOUNT
Request=El Pedido¥#
DATE=La Fecha
CATEGORY=La Categoria
Reimbursed=Reembolsado
Status=La Posicion
Authorized=Autorizado
to=a
from=de
ITEM=El Articulo
RequestPeriod=El Periodo
EmployeeID=El Empleado Identificacion
OverLimitMessage=La cantidad excede el límite para este empleado.

翻訳のために別の会社にプロパテ ィ フ ァイルそのものを送ることができますし、
NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナで直接ファイルを編集することもできます。 NXJ
アプリケーシ ョ ンデザイナでプロパテ ィ ファイルを編集する場合、 スク リプ トエ
ディ タ と同様のエディ タが使用されますが、 カラーコーディ ングはありません。

タスク  6: メ ッセージファイルを翻訳

NXJ メ ッセージファイルは、 い くつかの実行時に表示されるメ ッセージとアプリ
ケーシ ョ ン情報フ ィールドに表示されるテキス ト を含みます。 例えば、 NXJ デ
フォルトヘッダに表示される “ レコード  x / x”があります。 メ ッセージのテキス ト
をローカライズするには、 メ ッセージファイルの <UNIFY_HOME>¥web-
app¥ExternalMessages.js を変更しなければなりません。 NXJ アプリケーシ ョ ンデザ
イナのこの JavaScript フ ァイルを編集するには、 フ ァイル > 開く  を選択するか、
サードパーテ ィの JavaScript エディ タを使用します。
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デフォルトでは、 このファイルは各メ ッセージの英語版と日本語版を含みます。
日本語テキス トは、 \uXXXX フォーマッ トによって表示される Unicode でエン
コード されます。 別の言語のローカライズされたメ ッセージを追加するには、 最
初にローカライズされたバージ ョ ンを提供するメ ッセージの設定をコピーします。
次に、 挿入することでコピーされた各メ ッセージを変更します。 < ロケール名 >
は以下のタグ名で、 テキス トの翻訳されたバージ ョ ンを含みます。 例えば、 フ ァ
イルの一番下の行は、 メ ッセージとアプリケーシ ョ ン情報フ ィールドのい くつか
のスペイン語バージ ョ ンを含んでいます。

var externalMessages = new Array
(
“RequiredField=You must enter a value for this field”,
“FieldWidth=You have exceeded the maximum field width”,
“ZOOM=zoom”,
“FIND=find”,
“UPDATE=update”,
“BadBack=You cannot use the browser’s Back button with\n”
+ “this application.  You must use the Back button\n”
+ “in the application instead”,
“INVALID_DATA_TYPE=The data type specified is not valid.”,
“OVERFLOW_ERROR=The formatted value is greater then the field width.”,
“INVALID_CHAR=Invalid charcter in the string value.”,

...
RequiredField.es=Usted debe incorporar un valor para este campo.”,
“FieldWidth.es=Usted ha excedido la anchura maxima de campana.”,
“ZOOM.es=zoom”,
“FIND.es=busqueda”,
“UPDATE.es=actualizacion”,
“BadBack.es=Usted no puede usar el boton tasero.\n”
+ “Usted debe usar el boton tasero \n”
+ “en la aplicacion en cambio.”,
“INVALID_DATA_TYPE.es=El tipo de datos especificaco no es valido.”,
“OVERFLOW_ERROR.es=El valor fomateado es mayor que la anchura de campana.”,
“INVALID_CHAR.es=Caracter invalido en el valor de cuerda.”,
...

アプリケーシ ョ ン情報フ ィールドのスペイン語バージ ョ ン
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タスク  7: 翻訳されたプロパティ ファイルをプロジェク トに追加 

各翻訳されたプロパテ ィ ファイルは、 Static Content フォルダの適切なロケール
フォルダ以下に配置する形でプロジェク トに追加されなければなりません。 フォ
ルダは、 ディ レク ト リレベルでアンダースコアを含むロケール名を意味する名前
でなければなりません。 例えば :

各翻訳されたプロパテ ィ ファイルの場合、 以下のステップに従います。

1. ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 Static Content フォルダを右クリ ッ ク
します。

コンテキス ト メニューが表示されます。

2. 新規作成 > フォルダを選択します。

3. 右クリ ッ クして、 名前の変更を選択します。 

ロケール名の最初のエレメン ト を入力します。 例えば、 “en”。

4. OK ボタンをク リ ッ クします。

新しいフォルダが追加されます。

en_USのロケール

esのロケール
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5. ロケール名の各追加の部分のために、 ステップ 2から 4 を繰り返します。

6. 必要に応じて、 イ メージと HTML フォルダを作成します。

各ロケールフォルダ内に、 イ メージフォルダを作成することができます。 イ
メージがカレン ト ロケールのイメージフォルダで存在する場合、 Static 
Content/images フォルダのイ メージの代わりに使用されることになります。

各ロケールフォルダ内に、 HTML フォルダを作成することができます。
HTML ページがカレン ト ロケールの HTML フォルダで存在する場合、 Static 
Content/HTML フォルダの HTMLの代わりに使用されることになります。

7. ロケールフォルダに翻訳されたプロパテ ィ フ ァイルを置きます。

8. ロケールフォルダのそれぞれのフォルダに、 ロケール固有の HTML とイ メー
ジファイルを追加するために、 プロジェク ト  > フ ァイルを追加 を選択しま
す。

タスク  8: 翻訳されたツールバーを提供

アプリケーシ ョ ンが Unify NXJが提供するツールバーを含んでいる場合、 翻訳さ
れたバージ ョ ンのツールバーを含みたいと思うでし ょ う。 Unify NXJが提供する
ツールバーは、 “Search”のような英語のラベルでボタンを含んでいます。

ツールバーのローカライズされたバージ ョ ンを作成するには、 『Unify NXJ開発者
ガイ ド』 の第 6章 「カスタムツールバー、 ヘッダ、 フ ッ タの作成」 で説明される
ステップに従って く ださい。 対応するロケールフォルダに、 ボタンイ メージのよ
うなツールバーエレメン トの様々なバージ ョ ンを格納します。

タスク  9: アプリケーシ ョ ンのローカライズされたフォームのテスト  

ロケール固有の “application.properties” フ ァイル、 イ メージ、 HTML フ ァイルを有
効にするために、 ロケールにカレン ト ロケールを設定する必要があります。 カレ
ン ト ロケールが設定されていない場合、 テキス トはデフォルトの言語で表示され
ます。

フォームで翻訳されたテキス ト を見ることができるように、 カレン ト ローケール
の設定を変更するステップは、 以下のとおりです。

1. 動作させたいロケールに対応しているフォルダを右クリ ップし、 現在のロ
ケールに設定 を選択します。
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カレン ト ロケールに対応しているフォルダは、 Static Content フォルダのアイ
コン上に大文字の “L” でフラグを立てます。

デザインパネルのフォームは、 カレン ト ロケールに基づいて更新されます。
つまり、 翻訳された用語がタグのプロパテ ィ ファイルに存在する場合は翻訳
されたものが表示されます。 用語がまだ翻訳されていなければ、 フォームの
外観は変わりません。 

2. デザインパネルの各フォームを検査します。

例えば、 翻訳されたバージ ョ ンのラベルがデフォルト言語より長ければ、
フォーム上の位置の調整を必要と します。

実行時環境でどのようになるか ?

NXJ アプリケーシ ョ ンが最初に実行されたとき、 ユーザのWeb ブラウザは NXJ イ
ンタラクシ ョ ンサーバにロケールを知らせます。 “application.properties” フ ァイル
がそのロケールで見つかった場合、 それが使用されます。 それが見つからない場
合、 次の上位レベルの “application.properties” フ ァイルが検索されて、 一致するも
のが見つかるか、 最上位レベルファイルに達するまで検索されます。 このセク
シ ョ ンは、 以下のト ピッ クスを説明します。

• タグの階層を検索

• 実行環境のロケールの識別と設定

カレン ト ロケール
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タグの階層を検索

カレン ト ロケールの “application.properties” ファイルが、アプリケーシ ョ ンのすべて
のタグを含む必要はありません。 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 タグを検索す
るためにアプリケーシ ョ ンパッケージの全プロパテ ィ ファイルを検索します。

最下位レベルのディ レク ト リから探し始め、 “application.properties” ファイルと指定
したタグを探します。 そこで見つからない場合、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、
次のより高いディ レク ト リを見ます。 最上位のレベルで見つけられない場合、 表
示するための値と してタグ名を使用します。

実行環境のロケールの識別と設定

前に説明されるように、 実行環境のロケールは、 表示するアプリケーシ ョ ンの正
し く ローカライズされたバージ ョ ン用に、 アプリケーシ ョ ンパッケージに定義さ
れたロケールと一致しなければなりません。 デフォルトで、 NXJ アプリケーシ ョ
ンが開始するとき、 ユーザのWeb ブラウザに有効なロケールが使用されます。

以下のセクシ ョ ンで説明されるようにロケールは、 アプリケーシ ョ ンユーザ、 ま
たはアプリケーシ ョ ンの NXJ プログラ ミ ング言語文によって変更することができ
ます。

Internet Explorer ユーザのロケール設定

Internet Explorer Web ブラウザのロケールを設定するステップは、 以下のとおりで
す。

1. ツール > インターネッ トオプシ ョ ン  > 全般 > 言語 を選択します。

2. 追加 ボタンをク リ ッ クします。

3. ターゲッ ト ロケールに対応する言語をクリ ッ クします。 

4. OK ボタンをク リ ッ クします。

言語エン ト リが、 言語の優先順位ダイアログに追加されます。 
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5. 項目を選択して、 新しい言語を一覧の一番上に移動するために、 上へ ボタン
を使用します。 

6. OK ボタンをク リ ッ クします。

Netscape Navigator ユーザのロケール設定

Netscape Navigator Web ブラウザのロケール設定のステップは、 以下のとおりで
す。

1. 編集 ＞ 設定 を選択します。

2. Navigator ＞ 言語 を選択します。

3. 追加 を選択して、 リス トから使いたい言語を選択します。

4. OK ボタンをク リ ッ クします。

5. 項目を選択して、 新しい言語を一覧の一番上に移動するために、 上に移動 ボ
タンを使用します。 

6. OK ボタンをク リ ッ クします。

NXJ コマンドによるロケールの設定

NXJSession ファウンデーシ ョ ンクラスの clientLocale プロパテ ィ を使用すること
で、 Web ブラウザのロケールの設定をオーバライ ドすることができます。 これを
行うには、 アプリケーシ ョ ンのエン ト リーフォームにコマンドを定義します。
例えば : 

BEFORE FORM
...
COMMAND switchLocaleToSpanish
{
session.clientLocale = new java.util.Locale("es", "MX"); 
}
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コマンドはイベン トに基づいて実行されるか、 あるいはコマンドをロケール国フ
ラグを表示するイ メージボタンに割り当てることができます。 それから、 ユーザ
はフラグ ボタンをク リ ッ クすることによって、 フォームに必要な言語を選択する
ことができます。

一旦、 ロケールが変更されると、 プロパテ ィ ファイルからの新しいロケールのた
めにローカライズされたデータが、 フォームの表示に使用されます。

注 – この方法でロケールを変更する場合、 フ ィールドに表示されている  Date、 
Time、 Float と Amontは、 フ ィールド コン ト ロールの値が更新されるまで、 ローカ
ライズされたフォーマッ トで再表示されません。

ロケールを交換する
コマンドのボタン
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コン ト ロールセンタのローカライズ

以下の図は、 ローカライズできるコン ト ロールセンタビューの項目を示していま
す。

NXJ コン ト ロールセンタのメニューで使用されるラベルのロケール対応版を作成
し、 管理することができます。 エン ト リポイン トがメニューに表示される場合、
そのラベルが使用されます。 そのラベルを表示するとき、 その最も近く で一致す
るロケール対応が使用されます。 ロケールが見つからない場合、 デフォルト ラベ
ルが使用されます。

メニュー項目 メニューラベルコン ト ロールセンタ
ツールバーラベル 
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ローカライズされたラベルを作成する前に、 NXJ コン ト ロールセンタのロケール
を設定する必要があります。 これを行うには、 Control Center Administration > 
Control Center Properties > Locales を選択します。

詳細については、 『Unify NXJ管理者ガイ ド』 を参照して く ださい。
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